
平成 23年 11月 29日

電源開発株式会社

平成 23年 7月新潟福島豪雨に伴う出水後の滝調整池堆砂状況

（速報値：平成 23年 11月 29日現在）
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※水面下の測量は未実施のため、H23 年度（出水後）の堆砂量は推定値である。

平成平成 23年 7月新潟・福島豪雨での只見川等の
災害に関する情報連絡会（第 3回）【資料－1】



平成23年11月29日
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○第1回（8/30) ○第2回（10/18) ○第3回（11/29）
○第1回（10/20)
○第1回（11/2)
○第1回（12/6)予定，年度内に4回程度開催予定

阿賀川河川事務所情報連絡会
阿賀野川河川事務所勉強会
福島県との意見交換会
阿賀野川水系技術検討会
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平成２３年７月 新潟・福島豪雨 地域の安全安心確保に向けた中長期的な対応について(イメージ)

・今般の新潟・福島豪雨では，記録的な大雨により阿賀野川流域に甚大な洪水被害が発生しました。
・現在，現状把握（ステップ１）としての洪水痕跡調査，河川断面測量等を実施中であり，今後の諸検討の基礎データとなる各ダムにおける洪水量を確定させ，逐次河川管理者へ報告・確認しな
がら現状把握（ステップ２）へ進めていきます。（年内目途）
・現状把握（ステップ２）が終わった段階で，各種対策を組合せた総合対策を立案し，河川管理者と調整の上，関係自治体の方々へ提案するとともに協議調整を図っていくこととしております。
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現状把握（ステップ２)
○ダムの影響範囲確認
○堆砂の影響範囲確認

現状把握（ステップ１）
○洪水痕跡調査
○河川断面測量
○各ダム洪水量確認

河川管理者報告
○調査結果
○概略対応方針

設備対策検討（ステップ１）
○洪水影響範囲の確認

関係個所協議
○対策範囲協議
（国交省，県）
○施工分担協議
（県，当社）

協議結果に基づく実施

対応方針検討
○県・関係自治体への
情報提供のあり方

協議結果に基づく実施関係個所協議
○県・関係自治体

設備対策検討（ステップ２）
○対策範囲（案）策定

代替案の検討
○利水ダム容量の活用の
可能性検討など

関係個所協議段階 対策実施段階

関係自治体・住民
等への説明・協議
○関係自治体へ説
明，協議，調整
○各種調査，測
量，設計，交渉等

対
策
の
組
合
せ
に

よ
る
総
合
対
策

関係個所協議
○国交省，県
関係自治体，地区

協議結果に基づく実施
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堆砂対策検討（ステップ
１）
○堆砂の影響範囲の確認

堆砂対策検討（ステップ
２）
○堆砂対策方針（案）策定


